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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年10月14日(2021.10.14)

【公開番号】特開2021-98837(P2021-98837A)
【公開日】令和3年7月1日(2021.7.1)
【年通号数】公開・登録公報2021-029
【出願番号】特願2020-166621(P2020-166621)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   1/03     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＦＤ　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＦＧ　
   Ｈ０５Ｋ    1/03     ６１０Ｈ
   Ｈ０５Ｋ    1/03     ６３０Ｈ
   Ｂ３２Ｂ   15/08     　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月6日(2021.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに反対側にある第１表面と第２表面とを含み、
　前記第１表面の尖度（クルトシス：Ｒｋｕ）は３．０以上かつ６０．０以下であり、
　前記尖度はＪＩＳ　Ｂ　０６０１：２００１によって定義されることを特徴とする、
　積層体に使用される液晶ポリマーフィルム。
【請求項２】
　前記第１表面のＲｋｕは３．４以上かつ６０．０以下であることを特徴とする、請求項
１に記載の液晶ポリマーフィルム。
【請求項３】
　前記第１表面の算術平均粗さは０．０９μｍ以下であり、前記算術平均粗さはＪＩＳ　
Ｂ　０６０１：１９９４によって定義されることを特徴とする、請求項１又は２に記載の
液晶ポリマーフィルム。
【請求項４】
　前記第１表面の算術平均粗さは０．０２μｍ以上かつ０．０９μｍ以下であることを特
徴とする、請求項３に記載の液晶ポリマーフィルム。
【請求項５】
　前記第１表面の十点平均粗さは２．０μｍ以下であり、前記十点平均粗さはＪＩＳ　Ｂ
　０６０１：１９９４によって定義されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一
項に記載の液晶ポリマーフィルム。
【請求項６】
　前記第１表面の十点平均粗さは０．１μｍ以上かつ２．０μｍ以下であることを特徴と
する、請求項５に記載の液晶ポリマーフィルム。
【請求項７】
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　前記第２表面のＲｋｕは３．０以上かつ６０．０以下であることを特徴とする、請求項
１～６のいずれか一項に記載の液晶ポリマーフィルム。
【請求項８】
　前記第２表面の算術平均粗さは０．０９μｍ以下であることを特徴とする、請求項１～
７のいずれか一項に記載の液晶ポリマーフィルム。
【請求項９】
　前記第２表面の十点平均粗さは２．０μｍ以下であることを特徴とする、請求項１～８
のいずれか一項に記載の液晶ポリマーフィルム。
【請求項１０】
　第１の金属箔と、請求項１～９のいずれか一項に記載の液晶ポリマーフィルムと、を含
む積層体であって、
　前記第１の金属箔は前記液晶ポリマーフィルムの前記第１表面上に配置されている、
　積層体。
【請求項１１】
　前記積層体は第２の金属箔を含み、前記第２の金属箔は前記液晶ポリマーフィルムの前
記第２表面上に配置されていることを特徴とする、請求項１０に記載の積層体。
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